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研究成果の概要（和文）：主に学生などのプレゼンテーション初心者を対象に，プレゼンテーシ

ョン能力を効率的に向上させることが可能な e-Learning によるプレゼンテーションスキルア

ップシステムを開発した。本システムでは，プレゼンテーション動画を Web上にアップロード

し，ユーザ間で相互評価を行うとともに，動画から抽出したプレゼンテーション音声の自動解

析も行う。また，ユーザは学習効果を確認しながら練習を行うことができるため，スキルアッ

プの効率化が期待できる。 

 
研究成果の概要（英文）：We have developed a learning support system to improve presentation 
skills by using the Web. Uploading presentation videos to the Web site enables peer 
evaluation, and automatic analysis of the video sound can analyze speech features. In 
this system, enhanced presentation skills are developed because the learners can practice 
by following the changes in evaluation of their presentations in graphic form. 
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１． 研究開始当初の背景 
近年，プレゼンテーションスキルが重要視

されるようになり，大学等の教育機関におい
て，プレゼンテーションスキルの向上を目的
とした教育プログラムが積極的に取り入れ
られている。プレゼンテーションスキルには，
発表内容の構成，スライドのデザイン，オー
ラルスキルなどが含まれるが，オーラルスキ
ルの向上には，聴衆を前にして発表する経験
を積む必要があり，個人練習だけでは上達し

にくいのが現状である。   
一方，プレゼンテーションの構成やスライ

ド作成を支援するソフトウェアは多数開発
されているのに対し，オーラルスキルの向上
を目的としたソフトウェアはない。また，プ
レゼンテーションスキル向上への取り組み
は，大学，高等学校などの教育機関をはじめ，
企業の社員研修など，様々な団体で行われて
おり，複数の受講生が一度に学習できる
e-Learningシステムとして，学習データを一
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元管理できると便利である。 
そこで，e-Learning によってプレゼンテー

ションスキルの向上を支援するシステムの
開発という着想に至った。 

 
２． 研究の目的 
前述の研究背景を踏まえ，プレゼンテーシ

ョンスキルのうち，特にオーラルスキルの向
上を支援する「e-Learning によるプレゼンテ
ーションスキルアップシステム」を開発する
のが本研究の目的である。 
本システムでは，プレゼンテーション音声

を自動解析することで，滑舌の良し悪し，発
話速度や間合い，イントネーションや抑揚な
どの各要素について評価し，ユーザに対して
判定結果やアドバイスを表示することで，プ
レゼンテーションスキルの向上を支援する。
また，e-Learning システムとすることで，同
時に複数ユーザで利用することが可能であ
り，授業や講習会等で利用することが可能と
なる。 
 
３． 研究の方法 
以下のような方法で研究を進めた。 
(1) プレゼンテーションのサンプル音声を
収録・収集し，各音声データについて，
MATLAB による解析を行った。具体的には，
以下の評価項目について解析・評価方法の
検討を行った。 
 
① 音量 
② 間の取り方 
③ 抑揚 

 
(2) Web サーバに音声認識エンジン Julius
を導入し，プレゼンテーション音声を音声
認識することで話速を評価する方法につ
いて検討を行った。その結果，認識結果の
文字数を話速の算出に用いることにした。 

 
(3) 優れたプレゼンターとして知られる著
名人や，学生間で評価の高かった学生のプ
レゼンテーション音声について，(1)の方
法で求めた間のデータや(2)によって得た
話速データを集計し，評価の提示方法や評
価基準について検討を行った。 

 
(4) 以下の機能を有する試作システムの開
発を行った。図１は開発システムのシステ
ム構成図である。 

 
① プレゼンテーション動画を Web上で共有

し，ユーザ間での相互評価を行う。 
 

② プレゼンテーション動画をアップロー
ドする際に音声を自動抽出し，音声解析
によってオーラルスキルに関する自動

評価を行う。 
 
なお，研究計画当初はオーラルスキルの

学習支援に特化したシステムとして開発
する予定であったが，Webの特徴を生かし，
ユーザ相互によるレビューも可能にする
ことで，オーラルスキル以外のスキルも含
め，総合的に評価ができるようにした。 
 

(5) 試作システムについて研究会で発表を
行い，改善や追加の必要な機能について，
システムの見直しを行った。その結果，以
下の 2つの機能を新たに追加することにし
た。 
 
① 見直し・改善の際に参考となる他者のプ

レゼンテーション動画を検索・視聴でき
る。 
 

② 方法(4)①,②によって得られた評価を
プレゼンテーション動画がアップロー
ドされるたびに蓄積してグラフ化し，ユ
ーザ自身の見直し・改善による学習成果
を可視化する。 
 

(6) 方法(5)①②の機能の追加や音声の評価
結果のグラフ化など，より学習効果を高め
るために改良を行った。その後，改良シス
テムを用いて学生の卒業研究発表会に向
けたプレゼンテーションリハーサルに試
用してもらい，試用評価を行った。なお，
試用した学生のプレゼンテーションスキ
ルはビギナーレベルであり，研究室の指導
教員や学生間でのレビューを実施しても
らった。また，繰り返しリハーサルを行う
上でどのような学習効果が上がったのか，
その変化をグラフで確認してもらうため，
複数回リハーサルを行ってもらった。 

試用後，アンケート形式でシステムを評
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図１ システム構成図 
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価してもらった。 
 

(7) 方法(6)の試用評価について考察を行う
とともに，その結果について学会で発表を
行った。 

 
４． 研究成果 
(1) 図１に示すシステム構成により，システ

ムの開発を行った。図２～４は開発したシ
ステムを利用した際の表示画面例である。
図２は視聴および相互レビューや音声解
析によるオーラルスキルの評価結果を確
認するページで，方法(4)①②が実装され
ている。図３は，学習者が自身のプレゼン
テーションを改善していく過程で，参考と
なる他ユーザのプレゼンテーション動画
を検索するページであり，方法(5)①が実
装されている。図４は同一のプレゼンテー
ションについて，繰り返し練習・改善を行
った結果，評価がどのように変化したかを
確認できるページの一部であり，方法(5)
②が実装されている。 
これらの機能により，以下のようにプレ

ゼンテーション初心者のスキル向上を支
援することが可能となった。 

図２において，ユーザがアップロードし
たプレゼンテーション動画を視聴後，レビ
ューを入力することができるため，リアル
タイムにプレゼンテーションリハーサル
に参加できないレビュアも，手の空いた時
間にプレゼンテーション動画を視聴し，発
表に対するコメントや評価の記入を行う
ことができる。また，レビュアが見つから
ない場合にも，1 人でリハーサルを行って
動画をアップロードすれば，(4)②によっ
て図２右側にあるようなオーラルスキル
に関するグラフが表示され，オーラルスキ
ルの評価を確認できる。(4)①，②による
結果を把握した後，どのように改善すれば
いいかわからない場合には，図３によって
他者のプレゼンテーションを参考にし，見

図２ 動画視聴ページ 

 

  

  

  

図４ 評価値の変化 

図３ 動画検索ページ 



 

 

図５ 本システムによる PDCA サイクル 

直しや改善に役立てることができる。図３
で評価項目を指定して絞り込み検索を行
えば，評価の高いユーザのプレゼンテーシ
ョンを参考にしたり，逆に，評価の低いプ
レゼンテーションを見ることで，どのよう
なプレゼンテーションが良くないのか，ポ
イントを把握することもできる。 
以上のように，本システムを利用するこ

とで，プレゼンテーションリハーサル→評
価→評価の確認→プレゼンテーションの
見直しといった学習サイクルを効率よく
行うことができる。このような学習サイク
ルは，図５のような PDCA サイクルと見な
すことができ，本システムではこのような
PDCA サイクルによって学習していくこと
で，プレゼンテーションスキルの向上を図
ることができる。また，このような学習サ
イクルを繰り返す過程で，ユーザ自身のプ
レゼンテーションスキルがどのように改
善されたかを図４のページで確認するこ
とができる。これによって，ユーザは自身
の学習効果を自覚しながら学習を進める
ことができ，学習に対するモチベーション
の向上も期待できる。 
 

(2) 開発したシステムについて試用評価を
行った結果，オーラルスキルの各項目につ
いて，間の取り方や抑揚の評価については
わかりにくいなどの課題が残ったものの，
オーラルスキルの評価として参考になる
という意見が多かった。今後は，評価値の
検証を行うなど，引き続き評価方法につい
て検討を行っていく必要がある。  
また，本システムを使用したことにより

改善効果をユーザ自身が認識することが
でき，自身のプレゼンテーションの見直
し・改善に役立ったと回答した学生が多か
った。さらに，参加学生の大部分が「モチ
ベーションが上がった」と回答したことか
ら，本システムを利用することにより学習
効果が上がったと考えられる。ただし，今
回は長期的な試用による評価は実施でき
なかったため，本システムを利用した PDCA
サイクルによる学習効果に関する検証は
十分に行えなかった。よって，長期間にわ
たる試用によって，PDCAサイクルに基づき
本システムを使用した際の学習効果につ
いて，さらに検証を進めていく必要がある。 
 一方，試用した学生の指導教員からは，
「空いた時間にチェックできるのがいい」，
「他の教員にも見てもらえて助かる」など
の肯定的な意見の他，「コメントの入力方
法の改善が必要」といった，コメント入力
の負担に関する指摘もあった。よって，レ
ビュアの負担の軽減を図るため，入力方法
の改善策を検討していく必要がある。 
 以上より，いくつか課題は残るものの，

プレゼンテーションのスキルアップに役
立つシステムを開発することができたと
いえる。 
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